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要旨

高齢 者が病気 になった 時にどのような治療 や療養生活 を送りたい と考 えている のかを把握す る

目 的 で、 老 人 ク ラ ブの 会 員 ３８４５ 人 に 対 して 調 査 を 行 っ た。 そ の 結 果、 高 齢 者 は、 治 ら な い 病 気 で

あっ て も 説 明 を 受 け た い が 半 数 以 上 あ り、 最 後 は白 宅 で 療 養 し た い と 望 ん で い る 人 が ８ 割 を 越 え て

お り、 延 命 よ り も 安 らか な 苦痛 の な い 日々 を 送 る こ と を 望 ん で い た。 し か し、 実 際 に は 自 宅 以 外 で

最 後 を 迎 え る 高 齢 者 が 多 い こ と か ら、 安 心 して 在 宅 療 養 を 継 続 で き る 体 制 を 整 備 す る 必 要 が ある こ

と が 示 唆 さ れ 危。

は じめ に

介護保険が導入され、 介護の必要な高齢者

に対 して安 心 して 介 護が 受 けられる 制度カミ整

傭 さ れて き て いる。 大 東 町 は 平成 １遂 年、 ６５ 歳

以 上 の高 齢 者 が ２０．４繁で あ り 全 国 に 比 べて 高 率

で ある。 し か じ 大 東 町 の 萬 齢 者 が 病 気 にな っ た

とき、 ど の よ う な 治 療 や 療 養 生 活 を 送 り危 い の

か にっ い て は明 らか に さ れ て いな い。

本調 査 は大東 町 の 現在 比較 的健康 な高 齢者

が病 気になっ た 時 に どの よう な医療 や介 護を

受 け て 生 活 し た い と 考 え て い る の か を 明 ら か

に し、 そ の 結 果 に よ り、 どの よう な支 援 が 必 要

で あ る の か を 検 討 す る た め の 資 料 を 得 る こ と

を目 的 と した。

１Ｉ
．

方 法

ち 回 答 を 得 ら れ た ３１７３ 人 で あ る筥 團 収 率 は

８２
．５％で あ っ た。

２
、

方 法

大 東 町の 老 人 ク ラ ブの 会 貴 に 対 し て、 各 地 匿

の会長より各会員へ調査票を配布、 回収を行っ

た。 回 答 は、 各会 員 が調 査 票 に 同封 さ れ た圭寸筒

で 封 書 し会 長 に 渡 す よ う に し た。 実施 時期 は至０

月 で あ る。

３
．

内 容

調査内容 は、 健康状態 と療養 状況、 療養希望

場 所 と そ の 理 由、 延 命治 療 へ の 希望、 在 宅 サ ー

ビス の 利 用 希 望 等 に つ い て 調 査 し た。

皿、 結 果

１，高 齢 者 の基 本 的 属 性

性 別 は男 性 至３３５ 人 の ４２．１％、 女性 が １７５９ 人

の ５５．４琵で あ っ た。

ｉ
．

対 象

対 象 は 大 東 町 老 人 ク ラ ブ全 会 員 ３８追５ 人 の う
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図‘ 憧別

年 齢 は ６盗 歳 以 下 が ３堪Ｏ 人 の １Ｏ．７琵、 ６５ 歳 ～

鎚 歳 が ６／２ 人 の １９．３晃、 ７０ 歳 ～７４ 歳 が ７９７ 人

の ２５
．

脇
、

７５ 歳 ～ ７９ 歳 が ６５冒 人 の ２０．８累、 ８０ 歳

～８唾 歳 那 ３８８ 人 の ／２．２繁、 ８５ 歳 ～ ８９ 歳 １８８ の

５
．
８％

、 最 高 年 齢 が １０／ 歳 で あ っ た臼 以 上 の 結 果、

？Ｏ歳 代 違５．９％と 約 半 数 を 占 めて お り、 そ の 申 で

も ７０ 歳～７４ 歳 が 最 も 多レ）年 代 で あ っ 危。 次 い

で ６０ 歳 代 の 約 ３０％ で あ り、 ８０ 歳 代 が 脇、 ９０

歳 以 上 が ３．１驚 で あ っ 危。

人 の ／２，９完、 独 身 の 子 ども と の 同 居 が ３６９ 人 の

〔
．

脇 で あ っ た。
… 人 暮 ら し は ９遂 人 で ３

．
０％ で

あ っ た昔

一 人 暮 らし

夫 婦 二 人 暮らし

独 身 の 手 供 と同 居

手 供 蒙 族 と同 居

そ の 他

不 明

０ ５００ ，０００ ．５０８ ２０００

（人）

図３ 家族構成

２。治 療 状 況

治療申の病気の有無を昆てみると、 現在治療

栄 の 病 気 が あ る 人 は ２ 閉 人 の ６６，８％、 怠 い 人 が

９２９ 人 ２９．３％で あ っ 危，
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図４ 治療中の病気

病 気 の あ る 人 の うち ９７雀 人 の ４７．燃 が 開 業 医

を 受 診 し、 ９５９ 人 の 壬６．３％の 人 が 病 院 受 診 し て

お り、 開 業 医 と 病 院 と が 同 ｃ 割 合で あ っ た籟
聾 乏ｃ９ ４９０ εｏ⑰ 君６０ 郷ｃｏ

く幻

図２ 年齢

家 族構 成 は子 ども家族 と同 居が 最も 多く、

醐 ７ 人 の ６２．６繁、 次 い で 夫 婦 二 人 暮 ら しの 軸８
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図５ 治療機関

現 在 サ ー ビス を 利 用 し て い る 人 は、 デイ サ ー

ビス が 最 も 多 く １３４ 人 の ４．２％、 次 い で 在 宅 訪 聞

サ ー ビ ス ６４ 人 の ２
．
０％

、
給 食 サ ー ビ ス ２９ 人 の

０
，

９％ で あ っ た
。

デ イー妙 一 ビ ス

絵 食 サ ー ビス

在 宅 訪 悶 労 一ビ ス

そ の 憾

利 篤して い な い

０ ５００ １０００ 司５００ ２０００ ２５０８

（幻
図６ 棚用 している福 祉捗一 ビス

３．療 養 に 関 する 意 向

１）病名 や病気に＝対す る説明

Ｆ病名や病気に対してありの ままの説明をし

て も ら い た与）で す か」 と い う 質 問 に 対 し て、

「どの よ う な 病 気 で も 説 明 し て も ら い危 い」 淋

１６９１ 人 ５３
，
３％と 半 数 以 上 を 占 め て㌃）た

竈
次 い で

戸治 る 屍 込 み が あ る な ら ぱ 説 明 し て も らむ）た

㌃）」 ６７５ 人 の ２１
．
３路で あ り、

「説 明 を し て も ら わ

な く て も よ い」 は １８７ 人 の ５
．
９％で あ っ た。 な お

未 記 入 が ！９
．５拷と 多 か っ 危竈

２）療養場所の希望

「も し 病 弱 に な ら れ だ 場 合、 ど こ で 療 養 さ れ

る こ と を 希 望さ れ ま すか」 と の 間 い に、 最 も多

か っ た 回 答 は 「苦痛 で あ れ ば一一時 入 院 する の は

や む を え な い が、 人 生 の最 後 は自 宅 で過 ご し危

い」 で あ り、２３９７ 人 の ７５．５完で あ り、 次 レ）で 「 ど

の よ う な 状 態 で あっ て も、 最 初 か ら 最 後 ま で 自

宅 で 遇 ごし た い」 が ２８７ 人 の ９．Ｏ完で あ り、 ほ と

ん どの人 が自 宅 で最後 を 迎え 芯い と考 えて い

危菖
「最 初 か ら 最 後 ま で 病 院 で 過 ごし た い」 は

２４８ 人 の ７．８％ で あ っ 危竈
「そ の 他」 は ６０ 人 の

５．７篤見 ら れ危 が、 こ の 申 に は Ｆ在宅 で 療 養 し て

最後 は病院に入院 したい」 とサ巧 回答も多く昆

ら れ た畠

蚤 初 か ら曇 後 ま で 自 宅

轟後 は自宅

最 初 から 最 後 ま で病 院

その 健

芥 窮

○

図８

５００ ，０００ ｛５０８ ２０００ ２５００

く幻
療養希望場所

ぎのような病 気 でも説 明

治 る箆 込 みが あれ ぽ説 明

説 明 して もらわ なくて 銚 、い

不 明

０ ５０◎ ｛６００ ｊ５００ ２０ｐＯ

く人）

図７ 病 気や病名 についての説覇

３）病院での療養を希望する理 由

圭記の療 養場所 の希望の 申で、 「最 初から最

後 ま で 病 院で 遇 ご した い」 を選 択 した ２４８ 人 に

つφ）て 理由 を 複 数 回 答 で 求 め た 結 果、 最 も 多 か

っ た 理 由 は 竈家 族 が 大 変 だ と 思う か らｊ で あ り

慨 人 の ７盗。６％、 次 い で 晦 時 問 体 綱 で 肴 護 し

て も ら え る と 思 う か ら」が １Ｏ１ 人 の 蝸．７％、 咄

来る限り十分な治療を受けだいか ら」 淋 ８７ 人

３５．１％、
Ｆ入 院 し た 方 が 長 生 き で き る と 思 う か

ら」 が ２且 人 の ８
－５％ の 順 で あ っ た。

一 皇５一一



十 劣 な 治 議

長 生きできる

２４跨闘 体 制 霧 護

家 族 が 大 変

そ の 他

Ｃ ５０ １００ ，５θ ２００

（人）

図９ 病 院での療養を希望する理由

唾）自宅療養を希望する理由

３）療 養 場 所 の 希 望 の と こ ろ で、 吃 のよ う な

状態 で あって も 最初 か ら最後 まで 自宅 で過 ご

したい」 「苦痛で あれ ば一時入 院するの はや む

を え な い が、 人 生 の 最 後 は 自 宅 で 過 ごし た い」

を選択した ２榊 人に該当するものすべてに回

答 を 求 め た 結 果、
ｒ住 み 慣 れ 危 家 が い い か ら」

が １６６６ 人 の ６２．１％、 ｒ家 族 が い て く れ る と 安 心

する か ら」 １６３唾 人 の ６０．９莞と 上 記 二 つ の 理 由 が

多く を 占 め た。 つ いで 「入 院 し て 命 を ひ き の ば

す だ げ が 良 い と は 思 わ な いか ら」９８３ 人 の ３６．６琵、

Ｆ往 診や 在宅 サー ピス を 受け れ ばよ い と思う

か ら」 が ８２９ 人 の ３０．９％、
ギ近 所 に 友 人 が い る か

ら一 ７６５ 人 の ２８．５毘 で あ り、
「入 院 じ て、 点 滴 や

算か ら管 で栄 養を 入 れるな どの 処置 を 受ける

の が い や だ か ら」 は ４６２ 人 の １７
．
２％ と 多 か っ 危

。

ま危 竈入院するとお金がかかるから」 と金銭的

な 理 由を 挙 げ たの は ３８８人 の １４．５琵で あっ た。

蒙族がいると嚢心

住み慣豹た蒙がいい

近 所 に 友 人 がむ、る

僅診や在 毫サービスでよい

処置を受けるのがいや

延命だけ淋よいと慈わない

入院はお金がかかる

その紬

……Ｏ◎ １０００ １５００ ２０

５）サ ー ビス の利用 希望

Ｆもし病弱になられても病院で の治療が必要

な い 場 合、 だれ に お 世 語 を 希 望 さ れ ま す か」 の

質 問に対しては 「家族と在宅サー ビス の両方を

頼 み た い」 が 最 も 多 く、１７３６ 人 の ５逐
．

７晃 で あ り、

半 数以 土 の人 が在 宅サ ー ビス を利 用 しな がら

家 族 に 世 話 を 受 けた い と回 答 し て い た。 次 い で

多 か っ た 回 答 は 稼 族 に た の み、 在 宅 サ ー ビス

は 利 用 し た く な い」 の 堪９３ 人 の １５
．

５％で あ り、

Ｆ家族 に はたの ま ず在 宅サー ビス を利用 した

レ）」 は １４０ 人 の ４
，
４毘 で あ っ た

。
Ｆ特 別 養 護 老 人

ホ ー ム な ど の 施 設 へ 入 り た レ）」 が ２３３ 人 の ７
．

３渚
、

ｒ病 院 へ 入 院 し た い」 ２２４ 人 の ７，１％で あ り、 自

宅 以 外 の サ ー ビス を 希 望 す る 人 は １４，４％み ら れ

た
。 そ し て、

「無 記 入」 が ３４７ 人 の 至Ｏ．９％ と 多 か

っ た 。

在 宅 サ ービス の み

蒙 籏 の み

蒙 族と笹 宅 妙 一ピス

施 設 入 所

病 院 へ 入 院

不 明

０ ５Ｃ０ ｛ＣＯＯ ，５００ ２０ＣＯ

（人）

図１１ サー ビスの利用希望

６）病気治癒困難時の選択

「病 気 が 治 らなじ）と わ か っ た と き、 ど の よ

う な 選 択 を し ま す か」 の 質 間 に 対 し て、 「た と

え 命 が 短 く な っ て も、 安 ら か な、 苦 痛 の な い

日 々 を 送 りた い」 と 希 望 す る 高 齢 者 が ２６１唾 人

の ８２．蝋 で あり、 ほ とん どの 人 が 安 ら か に 過 ご

す こ と を 望 ん で い た。 脇 ら ゆ る 手 段 を 用レ）て

一 日 で も命 を 延 ばす た め に 努力 す る」は ２１３ 人、

６
，

７晃に す ぎ な か っ た
百

「無 回 答」 は ３４６ 人、１０．９莞

で あ っ た。

（人∋

図１０ 在宅 での療養を希望する理由
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一１ヨｒ＝…｛三長くヨ愛命

着毒一ま蟻くとも 普療０）なく

不 繍

０ １０００ ２０００ ３０００

（人）

図１２ 治療園難時の選択

７）病 弱 に な っ た 時 の 不 安

「病 弱 にな っ た とき の こと に つむ）て 不 安 や 心

配 が お あ り で すか」 の 質 闘 に対 し て、
「少 し あ

る」が 最 も 多く １５７５ 人、達９，６累と 約 半 数 であ り、

「と て も あ る」 が ８０６ 人 の ２５
．
４繁

、
Ｆ何 も な い」

が ５１６ 人 の １６．３努 で あ っ た藺

とてもある

少しある

煽もな い

不 明

０ １０◎Ｏ

酬 ３ 病弱になったときの不安

π
．
考 察

２０００

（幻

本調 査の結果から、高齢者はどのような病気で

も説 明を受け危いとするものが多く、主体的に療養

生 活を することを 考えてい危。また最 後 は自 宅 で 療

養 し危 いと望 んで いる 高 齢 者 が８割 を越 えて おり、

その理 由の多くは家族といると安 心、住み 慣れた

場 所 で療 養 したいというもの であった。 一 方 病 院 で

療 養したいとするもの の 最 大 の 理 南 は、 家 族カミ大

変 だ からというもの であっ 危。そ の ほ か の 理 由とし

て は２雀時 間 体制 で看 護してもらえるからであった。

これらの 理 歯 から、 在 宅 療 養を行う際 に、 家 族 に負

担をあまりか け ず に、２４ 時 間 対 応 のサ ー ビスを 提

供できる体制づくりが求められていることが理解で

きる。 平成 １２ 年に幽された大東 町介護保険事業

計 画 に よ ると
、

７０ 歳 以 上 の 介 護 者 淡 ３７．６％
、

６０ 歳

代が ２７．３％であり、 介 護 者 が 高 齢 化 していることが

指 摘され ていた。 本 調 査 結 果 で は、 家 族 の介 護 だ

けを望む高齢者もみられたが、家族 の介護と荏宅

サ ー ビス の 利 用 によっ て在 宅 で 療 養 することを望

ん でい た 高 齢 者 が 多 かっ た。これ らの 結 果 は サ ー

ビス利 用 に 関して理 解カミ浸 透してきたことや、 介 護

者の高齢化、夫婦二人暮らしなどのために介護サ

ー ビスの 必 要 度 が 高くなってきたことが 考 えられる。

今後 は在 宅サーどスの利用 者が増加していくと考

えられるのでよ：り一層の体撤整備が重要となってく

る
。

多くの高齢 者は病 院よりも在宅で最後を迎えた

いと望んでいた。しかし平成８年の大 東 町保 健計

画 によると在 宅 死 は 平成 １！年 に は２７．６％にす ぎず、

この数年大きな変化はみられない。介護保 険が充

実して いくことにより、在 宅 で 最 後 を迎 える 高 齢 者

が増加していくのか、その推移を今 後も見守る必

要 秘ある。

多くの高 齢者は積極的な延命治療よりお、苦痛

のない 穏 や かな 目冷 を 送ることを望 んで いた。しか

し実際にはどのような最後であったのかは明らかに

されていない。また病院や自宅ではどのように苦痛

が緩和されているのか等についても明らかにされ

ていない。 今 後 どのような療 養 環 境 で 苦痛 のない、

穏やかな買々を過ごすことが可能であるのかを明

らかにし、支援 体制を整備 することは 高齢者の 多

い 遡 域 にとって は 重 要 な課 題 である。 病 弱 になっ

たときの 不 安 が 強い 人 は 多くはな かった が
、 少しあ

ると回答している高齢者が多かった。今後 年齢 区

分別や家族構 成別に比較し、どの対象者がより不

安 か強 い のか、また 年 代 によって 療養 生 活 簿 に相

違が認められるか否かについても今後検討する予

定 で あ る
。

まとめ

今 自の調 査結果は全 国の調査 結果と類似して
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いた。多くの高齢 者が在宅で療養したいと望んで

いるが魂実 には難しい状況が見られる。今後 は各

地 域で高齢 者自 身が主体 的に参加し
、現 実的な

支援のありかたを共に考完る体制 づくりが必 要と考

える。そのための検討資料として実際にどのような

療 養生 活を送ることが出来ているのかにつ いて、

現 状を明確にし、支援のあり方を探求することが必

要 である。

最後 に、 調 査にご協力 い危だきました老人クラ

ブの 皆 様 に、感 謝 申し上 げます。
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